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国土交通省砂防部長よりご挨拶 

 
（一社）全国治水砂防協会の会員の皆様におかれましては、初秋の候、ますますご清祥のこと

とお慶び申し上げます。 
 
本年も出水期の後半を迎えました。7 月末には熊本県及び宮崎県を中心に土砂災害が発生した

ほか、8 月には千葉県、富山県、石川県、福井県等での豪雨に伴う土砂災害も発生しており、改

めて土砂災害の脅威と事前防災の重要性を認識する機会となりました。被災された方々に心よ

りお見舞い申し上げますとともに、地域住民の安全・安心の確保に向けて、引き続き関係機関と

連携しながら土砂災害対策に取り組んでまいります。 
 
さて、国土交通省では、令和 9 年度予算の概算要求を取りまとめました。砂防関係予算につ

いては、気候変動に伴う土砂災害リスクの増大やインフラ老朽化への対応、さらには人口減少社

会における地域の持続的発展を支える観点から、必要な予算の確保に努めています。今回の要求

では、公共事業を着実に推進するための経費に加え、「強く豊かな日本」投資枠を活用し、第 1
次国土強靱化実施中期計画に基づく取組や、経済成長を支える防災対策の加速化等を盛り込ん

でいます。砂防関係予算全体では、令和 8 年度当初予算比で約 1.4 倍の規模となる要求を行い

ました。 
 
特に本年度は、防災を単なる安全確保のための施策として捉えるだけでなく、地域社会や経済

活動を支える基盤整備として推進する視点を明確にしています。地域未来戦略等に位置付けら

れた産業拠点や重要インフラを土砂災害から守る取組を進めるとともに、地域の将来像を踏ま

えた新たな制度として「地域連携土砂災害対策事業（仮称）」を要求しています。これにより、

地域を支える産業や雇用の維持、地方創生の推進にも資する土砂災害対策を戦略的に進めてま

いります。 
 
また、激甚化・頻発化する災害への対応力を高めるとともに、将来にわたって地域の建設関係

産業が維持・発展できるよう、遠隔・自動施工技術の社会実装や人工衛星等を活用した SABO-
DX を推進するとともに、大規模土砂災害発生時の二次災害防止対策を重点的に実施するための

制度拡充も要求しています。 
 
今後、令和 9 年度予算編成に向けた議論が本格化しますが、会員の皆様をはじめ関係自治体

の皆様のご理解とご支援を賜りながら、必要な予算を確保するとともに、事業の平準化にも配慮

しつつ、砂防事業の着実な推進に全力で取り組んでまいります。 
 
結びに、会員各位の益々のご健勝と関係自治体の更なるご発展を心よりお祈り申し上げます。 

 
 

令和 8 年 9 月 国土交通省砂防部長 國友 優 
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（一社）全国治水砂防協会理事長 挨拶 

  
会員の皆様へ 
 
初秋の候、東京にも虫の音が響き、季節の移ろいが感じられる頃となりました。会員の皆様におかれ

ましては、ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 
 
さて、季節の変わり目を迎え、秋雨前線や台風の影響により、全国各地で豪雨災害が相次いでおりま

す。千葉県、石川県、富山県、愛知県をはじめとする地域では、記録的な大雨により、都市部の平地に

おいても内水氾濫等の甚大な被害が生じたほか、周辺の山地斜面ではがけ崩れ等が発生し、一部の集落

が孤立する事態に至っております。尊い命を失われた方々に謹んで哀悼の意を捧げますとともに、被災

されたすべての皆様に衷心よりお見舞い申し上げます。 
また、ネパールにおいては、氷河の崩壊に起因するとみられる大規模な土石流が発生いたしました。

報道を通じて伝えられるその規模と凄まじさに、自然の脅威を改めて痛感せずにはいられません。いま

だ被害の全容すら明らかでないこの大災害には本当に胸が痛みます。 
 
地球温暖化の影響は、今や自然災害というかたちで、私たちの生存基盤そのものを脅かしつつありま

す。こうした異常事象の常態化は「ニューノーマル」とも称されますが、記録的豪雨や氷河の崩壊さえ

も現実に起こり得る事態として受け止め、平時から万全の備えを講じなければなりません。本年から運

用が開始された新たな防災気象情報におけるレベル 4 の土砂災害危険警報、レベル 5 の土砂災害特別警

報も、既に幾度となく発表されております。誠に憂慮すべき状況ではありますが、今後も同様の傾向が

続くことを念頭に置き、国土強靱化と地域防災の取組を一層力強く推進していく必要があります。 
 
このような状況のもと、令和 9 年度予算の概算要求が行われました。その詳細につきましては、本レ

ターに併せて配布しております資料ならびに國友砂防部長のニュースレターを、ぜひご覧くださいます

ようお願いいたします。 
概算要求には前年度比 1.39 倍との数字が示されておりますが、要求額を明示しない事項要求等も含ま

れており、来年度の砂防関係予算の全容が明らかになるのは、例年どおり 12 月の予算編成期となりま

す。砂防関係事業は、国民の尊い生命と暮らしを守り、国土の安全を支える根幹的な事業であります。

事前防災を計画的かつ着実に推進するためには、必要かつ十分な予算を継続的に確保することが不可欠

です。加えて、地域との連携を一層深め、地域の活力と産業基盤を守る砂防事業を着実に推進し得るよ

う、制度面の充実についても要望がなされております。 
 
当協会におきましても、地域の切実な声を行政および国会に確実に届けるべく、11 月 12 日、砂防会

館において全国治水砂防促進大会を開催いたします。大会終了後には、国土交通省をはじめとする関係

機関ならびに国会議員に対し、政策提言および要望活動を実施する予定であります。会員の皆様におか

れましては、本大会の趣旨をご賢察のうえ、万障お繰り合わせいただき、ご臨席賜りますよう謹んでお

願い申し上げます。 
地域の皆様の声を国政に確実に反映し、安全で強靱な国土づくりに寄与するため、当協会はその使命

と責務を深く胸に刻み、諸活動に全力を傾注してまいる所存です。今後とも、格別のご理解とご支援を

賜りますよう、衷心よりお願い申し上げます。  
 

令和八年九月十八日 
一般社団法人 全国治水砂防協会 

理事長  大野 宏之 
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